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1.　はじめに

数年来，通信インフラ整備が進み，固定電話のアクセス系
RT（リモートターミナル）や移動電話用基地局など，通信機
器が屋外に設置されるケースが多くなってきています。更に，
最近は通信容量の増大高速化（ブロードバンド通信）や移動体
の不感帯補完の目的などで大容量ながらも小型軽量な通信基地
局の需要が高まっています。
これら屋外設置される通信用精密電子機器を屋外のほこ

り，水などの劣悪環境から保護するために収容きょう体は密閉
（JIS4級～ 5級相当）にする必要がありますが，密閉にすること
で通信機器から発生する熱がこもってしまうので，これを効率






